
 令和６年能登半島地震 上下水道料金災害減免申請書 

令和 ６ 年 ● 月 ◆ 日  

(あて先)立山町長 

(申請者) 住  所 立山町◎◎×××× 

 氏  名 立山 太郎 

 電話番号 076‐△△△‐◇◇◇◇ 

 

(窓口に来られた方) 申請者との関係 □本人  □同一世帯員  □その他(       ) 

 氏  名 同上 

電話番号 同上 

次のとおり、令和６年能登半島地震による被害があり、令和６年( ２月 ･ ３月 )請求分の使用

水量が増加しましたので、次の水栓の水道料金等の減免を申請します。 

１.対象水栓 

水栓番号 ○△◇○×○□○ 

水栓所在地(使用場所の住所)※ 同上 

使用者名(契約名義)※ 同上 

※：申請者と同じ場合「同上」と記入してください。 

２.申請理由 

・地震による漏水修繕 

施工日(修理日)  令和 ６ 年 １ 月 ◆◆ 日 

修理施工業者 
◎◎設備株式会社 
個人修繕      など 

修理状況 

・埋設管路の継ぎ手破損による漏水 継手交換による修繕 

・給湯器破損による漏水 給湯器交換による修繕 

・宅内配管破損による漏水 配管交換による修繕 など 

添付書類：漏水修理前後の写真、請求書(写)又は領収書(写) 

 

【水道課記入欄】 
R . 請求 R . 請求 

認定水量(A) 
R . 請求 

(B) 減免水量(C=B-A)＊ 受付印 
(R . 使用) (R . 使用) (R . 使用) 

上水使用量 上水使用量 上水 上水使用量 上水減免水量  

     

下水使用量 下水使用量 下水 下水使用量 下水減免水量 

     

＊：C<0 又は B<基本水量の場合は減免としない 

この減免は、令和６年能登半島地震による特例対応であり、地震発生前からの屋内漏水等は対象となりません。 

記載例 

申請者が本人以外の 

場合に記入してください 

どちらかに○ 

本人の場合は「同上」と記入してください 

検針票に記載されている水栓番号(8 桁) 

・漏水修理前後の写真(修理後の写真は必ず) 

・業者修理(原則)の請求書(写)又は領収書(写)  

をこの申請書と一緒に提出して下さい。 


